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「ほっとサロン将監」毎週木曜日 １０：３０～１４：３０開催！！

「平成２７年度仙台市市民協働事業提案制度 居場所づくり事業」として、６月２５日（木）に「ほっとサロ

ン将監」がオープン。ここは、地域の皆さんの「居場所」、「出会い・学び合いの場」です。

誰もが利用できて、ふらっと立ち寄り、いつでも帰ることができる、持ち込みもOKでお休み処としても使

える、そんなゆるやかな「居場所」。希望する方には、地域で配食サービスの活動をしている「けやきグ

ループ」のランチが楽しめます。

「学び合いの場」として「楽習講座」も企画。これまで、「いつまでも住み慣れた将監で暮らし続けるため

に 認知症サポート養成講座」、「コミュニケーションマージャンってなに？」などを実施。楽しんで学び、

知らなかった人とも出会える場となっています。

開催日には、会場である「老人憩いの家」（将監市民センター隣）に「ほっとサロン将監」の黄色い幟

（のぼり）が立ち、皆さんをお待ちしています。ふらっと、気軽にお立ち寄りください。

ボランティアも募集しています。

◆参加費 １００円 βコーヒー・紅茶無料 （お代わり自由）

◆ランチ ４００円 β２０食限定

予約 ０８０－６０２３－４８５２

０９０－４６３６－３２９０

問い合わせ先

けやきグループ 仙台市泉区将監１－１１－１２

TEL＆FAX ０２２－７７３－０７４９

（火曜～金曜１３時～１７時）

担当：佐藤
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気を付けて見直したい「外見要素」の一つに笑顔があります。笑顔には三分咲き・五分咲き・七分咲き・

八分咲き・満開があるとか。実際に鏡を見てすると、三も五も七も八もあまり変わらない微妙な気持ち。こ

うなったらと開き直り、笑いの種類を見てみることに。あるあるまずは①爆笑・大爆笑（笑う門には福来た

る？）②苦笑い③つくり笑い④鼻で笑う⑤含み笑い（意味ありげな笑い）⑥微笑み（にこっと笑う、男子が

やってもなんの感銘もない？）⑦高笑い⑧笑い泣き⑨泣き笑い（⑧との違いは？）⑩思い出し笑い等々。

なるほどなるほどと納得しふむふむとうなずくことしきり。しかし、うっかり笑えない、恐いものがある･･･？。

笑いって本当に奥が深い！

なんと11月の「泉区福祉のつどい」のブレークタイムは「ラフターヨガ」の登場です。インドが発祥地で

「ラフター」とは「笑い」という意味で、笑いとヨガの呼吸法を組み合わせたエクササイズです。存分に笑い、

多くの酸素を自然に体に取り入れることで、心身共にすっきりし元気になるそうです。グループで、作り笑

いから始めますが、目を合わせたりしているうちに気づいたら自然な笑いに生まれ変わるそう。自然な笑

いでも作り笑いでも体への作用は同じという事が医学的にも実証されているそうです。笑うことで、心身と

もにエネルギーが満ち溢れた状態に・ストレスの軽減・コミュニケーションスキルが高まる等々効果がたく

さんあります。でも私には子供のころの「だるまさん、だるまさん、にらめっこしましょ、笑うと負けよ、あっ

ぷっぷ」の無心な笑いが一番かなとつぶやきながらも、懲りずに三分咲きの笑顔に挑戦している秋の気

配が漂う夜のことでした。
（あらい無料介護相談所荒井 勝子氏 記）

認知症カフェが全国的に広まっています
高齢化が急速に進む日本。予想を上回るペースで高齢者人口は増加しており、今後、いわゆる「団塊

の世代」Ｓ２２～Ｓ２４年に生まれた方々が６５歳以上になるＨ２７年には３，３００万人以上、７５歳以上に

なるＨ３７年には３，６００万人以上になると言われています。

高齢化が進む日本においての重要課題であります「認知症」。これは誰にでも起こりうる脳の病気によ

るもので、８５歳以上では４人に１人はその症状があると言われています。

＜加齢による物忘れと認知症による物忘れの違い＞

しかし、地域の方など誰もが認知症について正しい知識を持ち、認知症の方や家族を支える手立てを

知っていれば「尊厳のある暮らし」をみんなで守ることができます。

認知症カフェは認知症の方とその家族、地域住民の方など誰でも参加できます。認知症の方やその家

族が安心し、ほっとできる場。地域の人が認知症について理解が深められる場。認知症の方やその不安

がある方、家族、専門職、地域の方々が出会える場として注目されている集いの場です。

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らすためにも、正しく病気を理解してくれる方が1人でも

多く必要になってくるのです。
泉中央地域包括支援センター Tel. 372-8079
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出会いの縁

仙台在住が35年となりました。月日の経つのは本当に早いものですね。

結婚から始まった仙台生活、住まいは若林区石名坂にあるマンションで、2年後、長女が生ま

れ子育てが始まりました。実家が弘前市であるため身近に両親も居らず、俗にいう転勤族の核

家族でしたし、我がパートナーは企業マンで出張や会議で帰りが遅く、正直なところ子育ては

ちょっぴり不安でした。でも不思議ですね。ある時、同じ階に住んでいるという母親と同年代のご

婦人にエレベーター内で声を掛けられました。このきっかけから、第三の家族のような付き合い

が始まり、長女も「じいちゃん、ばあちゃん」とご夫妻を呼び、夕方のじいちゃんとの散歩は日課と

なり、夕食もご夫妻宅で食べるようになりました。その後、長女が三歳になった時に、現在の住ま

いである寺岡に引っ越しました。長男が生まれ、彼にとっても長女と同じく第三の「じいちゃん、ば

あちゃん」となったのは言うまでもありません。この出会いが無ければΧ、私たちは今でいう母子

カプセル状態で、ブルーな子育ての日々を送ったかもしれません。じいちゃんは亡くなったけれど

も付き合いは続いており、長女の子どもに目を細めるばあちゃんがいます。

子どもの成長と共に幼稚園、学校との関わりが出てきました。入学後すぐのPTA役員決めで、

周りがうつむき加減でいる中、何気に前を見た瞬間に、「そちらのお二人、役員は如何ですか」と

担任の声！につい二人が顔を見合わせ頷きΧ、学級委員を引き受けることになったという次第で

す。これがきっかけで、10年間PTA活動に関わり小・中学校のPTA会長まで務めてしまいました。

その中でも、最初のクラス役員4名との付き合いは続いており、今では孫が出来たり、介護や仕

事をしながらのメンバーではあるけれど、毎年恒例の忘年会は其々のパートナーたちも加わり大

盛り上がりです。また、PTA（保護者も先生方も）や子ども会、町内会で出会った方々が、仙台市

や宮城県全体を視野に入れた会議や活動で、立場や役割が変わっているものの、ご一緒する

ケースがたくさんあります。

ひょんなことは続くもので、今ではライフワークになりつつある子ども劇場との出会いもそうでし

た。少し前後しますが、まだ若林区石名坂に住まいがあった頃、子育てグループで知り合った方

に誘われ、人形劇「オオカミと七匹の子ヤギ」を見に行ったのが最初でした。寺岡に引っ越し、偶

然にも泉子ども劇場による地域公演のポスターが目に留まり問合せてみました。当時の子ども

劇場は地域ごとにサークルがあり、寺岡のサークルに入り子劇復活となりました。ある時、子ども

劇場全体の会議がありました。サークル長が所要で出席できなくなり、私は代理出席する事と相

成りました。これが運営側に関わるきっかけとなり、現在に至っています。

ひょんなきっかけにより、私は実に沢山の素敵な方々に出会うことができました。そしてその出

会いからたくさんのことを教えて貰いました。出会う度に面白味がついてくるような感じさえする程

です。元来、興味があると飛び込んでいく性格も幸いしているのでしょうが、私にとって仙台での

出会いの連鎖が、自分自身を振るい立たせていると言っても過言ではありません。昔出会った

方々とひょんなところで再会し協力し合ったり、一緒に新たなことにチャレンジしたり等々、ほんと

うに自分でもびっくりするくらい行動してしまうのです。おかしい表現ですが、出会いの連鎖に、自

分が引き込まれていくような錯覚？をする場合もあります。でも、よく考えてみると、様々な出会

いに共通するのは、大いに語り、嘆き、笑い、気遣い合ったこと。その結果、共感する気持ちが湧

き仲間が出来ていったということです。仙台で暮らすというご縁が無かったら、こんなにも素敵な

出会いの連鎖がなかったのです。出会いが自分を成長させてくれたと、今さらながら思うこの頃

です。

（特活）せんだい杜の子ども劇場代表理事 齋藤純子氏 記



- 4 -

4／7･･･「仙台市震災復興計画」と「100万人の復興プロジェクト」

4／14･･･「震災復興メモリアル事業」

4／21･･･「震災の記憶と経験をつなぐ6つの取り組み」と「拠点の整備」

4／28･･･「パインツリー南光台」からのレポート

パインツリー南光台
運営は幅広く高齢者向けサービス事業を展開しているコスモスケア株式会社。1階には「小規模多

機能型居宅介護事業所」、1階の一部と2階には「サービス付き高齢者向け住宅」が併設されており、

2014年4月に開設されました。

「小規模多機能型居宅介護事業所」は、利用者の心身状態や生活スタイルに合わせて、「通い」（デ

イサービス）を中心に「訪問」（ホームヘルプサービス）や「宿泊」（ショートステイ）の3つのサービスを

柔軟に組み合わせて利用でき、特徴として、①24時間365日切れ目のない柔軟なサービス②月定額

の決まった料金体系③顔なじみのスタッフが対応してくれるという、自宅での生活を続けていくのに心

強い介護サービスとなっています。「サービス付き高齢者向け住宅」（サ高住）は、生活支援サービ

ス付きの高齢者向け民間賃貸住宅。月額費用は、家賃・共益費・生活支援サービス費（基本サービ

ス）・食費（3食）。入所施設ではないので、入居時には敷金が発生します。必要に応じて生活支援

サービスの選択サービスや介護サービスも利用でき、希望すれば同じ建物に併設されている「小規

模多機能型居宅介護事業所」を利用できるのも有り難いですね。 В 725-3937

平成２７年４月から平成２７年９月までの放送内容と取材先のレポートをご紹介します。

１３時から１６時の生放送番組「Daily Cafe 」

の中で委員会のメンバーが電話で生出演。取材先からの

レポートも交え、福祉や市民活動の身近でホットな情報を

お届けします。ぜひ、お聞きください！

・毎週火曜日 １３時４０分より１５分程度

・内容 ◎その時々で必要とされる・注目される情報提供

◎取材先からのインタビューによる情報・話題提供

◎各団体の行事や会員募集に関してのお知らせ
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5／12･･･「3月11にちをわすれないためにセンター」

5／19･･･「特定非営利活動法人アフタースクールぱるけ」からのレポート

5／26･･･「伝える学校」の「3.11オモイデツアー」

6／2･･･「伝える学校」の「小さな物語－市民による聞き書きから－」

6／9･･･『RE：プロジェクト通信』

6／16･･･「第2号」（若林区藤塚）と「第9号」（宮城野区岡田字新浜）

6／23･･･「特定非営利活動法人日本脳トレーニング協会」からのレポート

6／30･･･伝える学校の協働団体「一般社団法人MMIX Lab」

特定非営利活動法人 アフタースクールぱるけ
「ぱるけ」とは、スペイン語で「公園」という意味。友達と楽しく集い遊べる場所をたくさん作りたいとい

う思いから名付けられました。障がいを持っている子ども達の余暇活動やその家族を支援する事業を

行い、障がいを持っていても地域の一員として安心して共存・共生することが出来る社会づくりに寄与

することを目的として活動。活動内容として、①放課後等デイサービス（ぱるけ西中田・はるけ柏木・

ぱるけ南仙台）②ヘルプサービスぱるけかりーにょ③家族支援事業（会員交流・あみーごクラブ）、そ

の他「ちょこっとねっと」など幅広い事業を実施しています。

「ちょこっとねっと」は、震災後、地域と日頃からつながることの大切さを痛感して11名の保護者で発

足。震災時、不安な生活を送っていたのを支え励ましてくれたのは近所の方のちょっとした声がけでし

た。「ちょこっとした手助け」をしてくれる方が増えること、周りに助けを求める「受援力」を身につけるこ

とを目的に、冊子の発行、紙芝居作成、みんなつながるワークショップ開催などの活動をしています。

В 778-8666

特定非営利活動法人 日本脳トレーニング協会
仙台市が健康高齢社会の実現に向けて2003年から2005年の3年間実施した、東北大学川島隆太教

授との「学都」共同プロジェクトの一つとして開催された「高齢者向け脳トレーニング教室」。この教室に

参加したことがきっかけになり、手法を継承・普及させようと2005年12月に結成。2006年に第1回サポー

ター養成講座を開講、「脳トレ塾」月曜コース開設、2007年に更に火曜コースを開設して活動を広げて

きました。

活動の目的は、高齢者の脳のトレーニングを通して脳の活性化を促進し、認知症予防と健康寿命に

貢献することです。「脳トレ塾」では、約30分を目安に、協会オリジナルの手作り学習材料を使って、塾

生とサポーターが週1回、1対1での学習を進めます。学習内容は、読み書き（唱歌、カタカナ語などを声

を出して読み、書き写す。）・計算（60問を3分以内を目安にやる。）・対話（塾生が自由に話し、サポー

ターは聞き手に徹する。）。この中で最も重視しているのが対話。対話にむしろ時間を取り、もやもやの

ストレス発散も含めたおしゃべりで脳を活性化する楽しい「脳トレ」を実施。塾生が良い気持で帰られる

よう、「飲み屋の精神」で運営しています。 В080-1810-0307
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7／7･･･震災復興計画の最終年度の取り組み

7／14･･･第15回とっておきの音楽祭

7／21･･･介護用品・生活支援便利グッズ

7／28･･･「特定非営利活動法人イコールネット仙台」からのレポート

8／4･･･「子ども・子育て支援新制度」

8／11･･･「こうのとりのゆりかご（赤ちゃんポスト）」

8／18･･･「デイサービスセンターラビット」からのレポート

8／25･･･「SOS赤ちゃんとお母さんの妊娠相談」と「特別養子縁組」

特定非営利活動法人 イコールネット仙台
2003年3月、ジェンダー問題に幅広く取り組むために「イコールネット仙台」が設立。活動のベースと

なっている「男女共同参画」は、先ず女性自身が自己決定をして主体的に生きることが大切であり、

人口の半分は女性であるから意志決定の場に女性が参画し、女性自身も含めた困難を抱える人の

代弁者になる必要があるとの考えに基づいています。性・健康・家族・まちづくりなど、私たちの生活

全てをテーマに活動を展開しています。

東日本大震災発生後は、特に「災害と女性」に視点を向け、防災への取り組みに力を入れていま

す。震災前から、阪神淡路大震災時、女性が困難を抱えたという教訓を受けて、2008年「災害時にお

ける女性のニーズ調査」を実施。震災直後から、せんたくネットや被災女性のためのサロン活動を開

始。震災前からの取り組みが、震災直後の素早い支援活動に結びつきました。震災後の調査で、女

性のリーダーがいて欲しかったという意見が多数あり、2013年～2015年の3年間で100人を目標に

「女性のための防災リーダー養成講座」を開催。これからも長期的に側面から支えながら、受講生を

地域で実践活動するリーダーとして育て上げ、男女共同参画社会の実現を目指しています。

デイサービスセンターラビット
社会福祉法人泉寿会が運営している介護保険制度のデイサービス事業所。鉄筋コンクリート4階建

ての建物の1階にあり、2・3階には介護が必要な状態の方が生活する「特別養護老人ホーム泉寿荘」

が、4階には概ね自立されている方が利用する「ケアハウスドルフィン」の施設があります。近くに加

茂神社、建物の屋上からは泉ヶ岳が望める自然豊かな場所に位置しています。

特色は、①広々としたスペースでハード面での設備が充実している②作品作りを通して、楽しみなが

らのリハビリと利用者同士や家族との会話のきっかけ作りをしている③保育園児や同じ建物にある併

設施設との交流が盛んなどです。お昼寝専用のベッドのある休息室、舞踊や催し物ができる舞台付き

のフロア、散歩ができる屋内回廊や畳スペースなど、用途に合わせて各スペースが使用できます。作

品づくりは、スタッフと利用者の方の共同作業で製作。紙をちぎったり丸めたり、毛糸などの素材も

使って大きな壁画を作成。「アナと雪の女王」、「富嶽三十六景」などの作品が回廊や道路から窓越し

に見える所に飾られ、多くの方の目を楽しませています。 В777-7683 

В090-1398-5065
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9／1･･･「特定非営利活動法人子どもの村東北」

9／8･･･「仙台レインボーハウス（あしなが育英会）

9／15･･･「D-Smile TOHOKU」からのレポート

9／29･･･「ママパパライン仙台」

D-Smile TOHOKU
ニューヨークから始まった、ダウン症のある方と共に歩く世界的なチャリティウォーキングイベント『バ

ディウォーク』。「バディ」は仲間、相棒の意味。ダウン症のある人もない人も、共に一緒に仲間として

歩き、ダウン症の理解に繋げていこうというもの。日本での初めての開催は2012年東京の代々木公

園。参加してみて、強く主張するでもないその自然な雰囲気・清々しさに感動。ぜひ仙台でも開催しよ

うと、ダウン症の子どもを持つ母親が集まり、2014年12月に活動がスタートしました。

「D-Smile TOHOKU」の名前には、みんな一緒に笑顔で過ごせる時間をお届けしたい、主に東北エリ

アのダウン症のある方とその家族に楽しんで自信を持ってほしいとの気持が込められています。秋晴

れの抜けるような青空の下、2015年9月27日、東北初の「2015バディウォーク仙台」が泉区の七北田

公園で開催。約330人の参加者がゆったりとしたペースでウォーキングを楽しみ、一緒に笑顔で過ご

す時間を共有できました。山形、青森、秋田からの参加もあり、仙台での開催を皮切りに、更に東北エ

リアに広がっていくといいですね。

第２５回

日 時 ： 平成２７年１１月２１日（土）午後５時３０分から午後８時

場 所 ： 仙台市泉社会福祉センター 大会議室 １・２

内 容 ： 〇参加者の自己紹介

〇ブレイクタイム 鈴木京子さん

認定ラフターヨガティーチャー。介護福祉士。介護予防通所介護せんだんの丘ぷ

らす、河北TBCカルチャーセンターなどで、指導？いえ笑っています。

ラフターヨガのラフターとは、笑いという意味です。笑いの体操とヨガの呼吸法を

組み合わせた誰にでも理由なしで笑う事が出来る笑いの健康法です。多くの酸素

を取り入れることができるので、免疫力が高まり、健康を増進させます。

楽しいから笑うのではなく、笑うから楽しいのです。一緒に笑いましょう。

〇名刺交換・情報交換など

申込先 ： 谷田部 E-mail izumi8guide@hotmail.co.jp

または FAX ０２２－３７５－９３６２

締切日 １１月１８日（水）

β 泉区以外の方や当日参加も大歓迎！

福祉に関心がある方ならどなたでも大歓迎です！知り合うことから始めませんか？

В090-7662-5388
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『ひとやさ版！ココロン・カフェ』開催される
平成２７年８月３日（月）午後６時・仙台市役所本庁舎・参加者１９名

仙台市では平成２８年４月の障害者差別解消法の施行に向けて、障害者へ

の差別解消を目的とした条例づくりのため「ココロン・カフェ」を開催し、幅広く

一般市民の意見を取り入れた条例の制定を検討しています。仙台市では、障害の有無にかかわらずお

互い意見交換できるワークショップ「障害のある人もない人も暮らしやすいまちづくりを考えるカフェ」を開

催しています。

今回、「ひとにやさしいまちづくり（ひとやさ）推進協議会の会員向け研修会」が行われ、障害当事者を交

えた意見交換が行われました。

βひとにやさしいまちづくり推進協議会：施設を整備する事業者と施設を利用する市民が連携・協力し、障害のある方

・高齢者の方、子ども連れの方を含めすべての方が建築物や道路、公園などのさまざまな施設を円滑に利用できるよう、

バリアーフリー整備を進めることを目的として設立された民間有志による団体。

【仙台市健康福祉局障害企画課担当者から障害者差別解消法と仙台市の取り組みの紹介】
①国際的な動き・国の動き（障害者差別法の成立：平成27年4月施行、障害者権利条約の批准）

②障害者差別解消法とは？（障害を理由に差別的取扱いや権利侵害の禁止、合理的配慮するなど）

③仙台市の取り組み（障害を理由とする差別解消を推進するための条例の制定）

【ワークショップ】

・テーマ「障害による差別の事例について考えよう」

事例①：車イスの障害者に対して「入店できない」と、事情の説明もなく食堂への入店を断られた。

事例②：聴覚障害者、筆談での商品説明を店員に頼んだが、多忙理由に対応してもらえなかった。

事例③：視覚障害により、メニューが見えないので、店員に読み上げを頼んだが、店員に断られた。

・体験した事例などを交えた意見交換（グループで自由に）

・昔は車イス使用では、映画館に入場できない時代があった。

・住居を探していたが障害あるということで、業者を通して断られとても悔しかった。

・公的施設、障害者トイレの表示がない。トイレ内部に「ひろびろトイレ」の掲示があった。

・仙台市は地下鉄などで障害者移動が便利と言われているが、案内表示がわかりにくい箇所がある。

・食事をしてみたいと思う飲食店があるが階段があり、迷惑をかけると思うと言い出せない。

・車イスでタクシーに乗りたいとき、面倒くさがられたり、乗車拒否された事がある。など

・意見要望など

・仙台市は障害者にやさしいまちであるが、残念ながら障害者にとってはまだ不便な点がある。

・障害者差別防止法では国・公共団体・民間は不当な差別的扱いは禁止と規定されているが、障害

者への合理的配慮は国・公共団体は法的義務、民間は努力義務であり、そこが一番問題ではないか。

・仙台市は障害者の移動は、相当整備され、地下鉄での移動も便利と評価しているが、まだ整備の

余地はあるのではないか、もう少し対応していただきたいとの要望があった。

・障害者差別解消法について浸透していない。市政だよりなどメディアも活用してPRが必要。

・現実をみんなが知って、改善する声をみんなで発信する必要がある。

・変な遠慮も配慮もいらない、みんなで何でも言い合える関係性を作っていければいい。

【参加しての感想】

・今回のような、障害者や一般市民がこのような会に参加し意見を述べることは、仙台市が目指す

「障害を理由とする差別の解消を推進するための条例」制定に役に立つと思われる雰囲気であった。

・名称、内容とも「障害者にやさしい」仙台市の条例の制定が待ち望まれる。

障害理解促進キャラクター『ココロン』



- 9 -

ＷＡＣ東北ネットワークセンターが新しい活動開始

翻訳・通訳サービスを通して、国際交流！！高齢者＆仙台を元気に！！

「公益社団法人長寿社会文化協会」の通称WACとは「Wonderful Aging Club」の頭文字を取ったもの。１

９８９年に東京の本部が設立。全国に広がりました。「ともに働き、社会に役立ち、元気に学び、もっと楽し

もう」をテーマに、最後までいきいきと暮らせる長寿社会を創り出すことを目的に活動しています。これま

での仕事や趣味を活かした生き方をし、地域のボランティアとして役立つこと。心と身体のケアをしながら

いきいきと暮らす為に、生涯趣味・スポーツ・芸術・仲間づくりなどを通して、学び合い、楽しみながら新し

い長寿文化を創造することを目指しています。

「WAC東北ネットワークセンター」に、２０１４年１０月、“翻訳・通訳サービス”がスタート。知的分野や国

際交流に関心のある方が、国際社会や留学生と繋がり、頭と身体の健康維持や仲間づくり、地元企業を

盛り上げ、社会に貢献することを旗印に活動しています。

問い合わせ先：翻訳・通訳サービス090-2845-8901 090-6259-1647

http://wac-tohoku.jimdo.com/ https://www.facebook.com/sendaitrans 

【異文化交流会】

・「東北大学国際祭り」（５月２４日）

萩ホール駐車場にて開催され、世界の人々との交流、世界の

料理を満喫しました。３種類のイタリア料理（カツレツ・鱈のトマ

トソース煮込み・ナポリ風フレンチトースト）を１セットにして販売。

２２０食を完売し大忙しの１日でした。

・「仙台七夕まつりについての講話」（６月）

七夕まつりの飾りを製作している鳴海屋紙商事の鳴海氏を講師としてお招きし開催した東北大学の

留学生の皆さんとのワークショップで、通訳としてサポート。

・在仙のモンゴル人通訳家による内モンゴルの話しと善意通訳の会会長による英語についての講話

【国際交流会】

参加者が料理を持ち寄るポットラック形式で実施。外国語

に関する国際交流とボランティアワークに興味のある方

はどなたでも参加できます。イベントメニューとして、ベリー

ダンス、手品、ギター演奏など参加者の得意芸を披露して

のお楽しみもあり。５月、８月、１１月に実施。隔月で実施

予定。

【有償ボランティア】

公益社団法人として、ボランティアでもない、民間の営利でもない、その間のパブリックサービスの有償

ボランティアで翻訳・通訳の仕事をします。また、首都圏からの派遣ではなく、地元の方たちが、これか

らますます増える地元の国際会議や国際交流に関われるようにし、地元の企業を留学生や国際社会

に紹介する仲介役として、地域の発展にも貢献していきます。高齢者と海外を繋ぐ長寿社会文化を目指

します。



- 10 -

賛助会員紹介

南光台ふれあいご縁日まつり「大人も子どもも一緒に遊ぼう！」
１１月１４日（土）１０時～１５時南光台市民センターで開催！！

主催 南光台ふれあいまちづくり実行委員会 事務局 地域生活支援オレンジねっと

取材をしたり、パソコンを打ったり、企画をしたり・・・あなたの得意の分野で活動に参加してみませんか。

自分の住んでいる地域の身近な福祉情報を提供していただけるインフォメーション会員も募集していま

す。また、ガイドブックで取り上げてほしい情報などがございましたらご連絡ください。

●正会員 月１回の定例会に参加し、直接活動に携わります。

年会費 ２、４００円

●賛助会員 活動の趣旨に賛同し、主に資金援助を目的とします。

個人 年会費 １口 ５００円

団体 年会費 １口 １、０００円

法人 年会費 １口 ３、０００円

●インフォメーション会員情報提供に協力していただく会員です。会費無料。

β詳しくは事務局までお問い合わせください。

E-mail : izumi8guide@hotmail.co.jp  Tel. 022-375-9362

一般社団法人 日本福祉支援協会

主に精神障害者の「介護包括型共同生活援助（GH）

事業所」すまいるハウスと「自立訓練（生活訓練）・宿泊

型自立訓練事業所」すまいるライフを運営している事業

所です。

すまいるハウスでは、単独でアパートや自宅での生活

をするための準備や日常生活に必要な支援を行いま

す。日中活動に通いながら生活します。

すまいるライフでは、主に病院から退院した方や日常

生活能力などの訓練が必要な方が、生活リズム・金銭

管理・コミュニケーションなどの能力を身につけられるよ

うに、日中のプログラムにより訓練しています。宿泊型

自立訓練と併用して利用することも、通所して利用する

こともどちらも可能です。

すまいるライフからすまいるハウスへのステップアップ

も可能です。「あなたらしく、私らしく、共に生きる。」を

モットーに、地域での生活を支援しています。

住所：仙台市青葉区旭ヶ丘1-29-2

アバンザ鵬図101

TEL：022-728-8830 FAX：022-728-8831

URL：http://www.n -fukushi-sk.com/

舞台 ハーモニカ、ドジョウすくい、ハワイアンダンス

チアガール、すずめ踊り、空手の型披露

工作 昔のおもちゃ、陶芸品の色つけ、段ボール工作

バルーンアート、砂絵

フード販売ハット汁、豆腐・クッキー、コーヒー・ジュース

団子・餅、お茶、焼き鳥 （予定）


